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船舶維新NEXT  
～MOL SMART SHIP プロジェクト～ 
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新プロジェクトのご紹介 
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船舶維新 
Senpaku ISHIN 

Innovations in Sustainability backed 
by Historically proven,  

INtegrated technologies 

前プロジェクトのご紹介（2009年～） 

• 商船三井がこれまで開発・採用してきた技術を最大限に 
進化させた、コンセプトシップを3隻発表。 

• 構想の中で用いた要素技術の開発に取り組んできた。 
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http://www.mol.co.jp/ishin/index.html


ISHIN-II (2009年12月発表) 
- LNG燃料を使用したフェリー 
- 主な特長 

1) LNG燃料の使用 
2) 陸上電力プラグイン 
3) 快適性の重視 
=> CO2=50%, NOx=90%, SOx=98～100%,PM=98% 削減 

ISHIN-III (2010年4月発表) 
-  次世代の資源輸送を担う大型鉄鉱石専用船 
-  主な特長 

1) 排熱エネルギー回収：推進力を最大限にアシスト 
2) 通常航海中に加え、低速航海中もCO2排出量を削減する技術を採用 
=> CO2＝30% 削減 

ISHIN-I (2009年9月発表) 
- 自然エネルギーを利用したハイブリッド自動車船 
- 主な特長 

1) 港内航行及び荷役中、自然エネルギー利用によりゼロエミッションを実現 
2) 大洋航行中、CO2排出量を50%削減 

 

当資料の複写および転載はご遠慮ください 

船舶維新コンセプトシリーズの発表 
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＜2012年6月竣工＞ 

リチウムイオン電池
太陽光発電パネル

太陽光発電パネルとリチウムイオン電池から
船内に電力供給
＜停泊中＞

太陽光発電パネルから
リチウムイオン電池に充電

＜航海中＞

停泊中ゼロエミッション
（ディーゼル発電機停止）

太陽光パネル：160kW          
リチウムイオン電池：2.2MWh 

EMERALD ACE 

2012年6月29日の竣工から約30ヶ月間、継続的に運用。 

太陽光パネル、リチウムイオン電池、ディーゼル発電機

との大電力パワーマネージメントも問題なく運用されて

いる。 

 発電機負荷 4.２%削減 
(2015年6月時点の実績) 

自然エネルギーの有効活用 
(太陽光パネル＋リチウムイオン電池)  

ハイブリッド自動車船 
（ISHIN-I主要要素技術） 

三菱重工業、パナソニックグループ エナジー社と共同開発 
*国土交通省補助対象事業、日本海事協会共同研究テーマ 

当資料の複写および転載はご遠慮ください 

ISHIN-I の実現 
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○ 名村造船殿で建造の鉱石運搬船へ搭載 
（’14年竣工） 
○ 船上試験では、最大約8%の省エネ効果を確認 

名村造船所、三菱重工舶用機械エンジンとの共同開発 

当資料の複写および転載はご遠慮ください 

ISHIN-III の実現 

主機の排熱回収 
(ISHIN-III主要要素技術) 

主機の排ガスで発電 
(P/T : Power Turbine） 

排ガスで蒸気を発生 
（排ガスエコノマイザー） 

蒸気で発電 
（S/T : Steam Turbine） 

推進力または船内電力 
として利用 

排熱回収の流れ 
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主
ISHIN-111主

排熱エネルギ一回収の流れ

No.2 排気ガス

柾回収ポイラー........................... 

排気ガスタービン,............................ 
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No.1 排気ガス
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新プロジェクトの発足（2016年～） 

プロジェクトコンセプト 

• 営業力強化・企業価値向上につながる技術開発 
• ニーズとシーズの結び付け / 発信力強化 

「高度安全運航支援」と「環境負荷低減」の各分野の技術を新造船に１件ずつ搭載する。 

目的 
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要素技術
ビッグデータの活用等

環境負荷低減技術
～地球環境保全に向けて～



当社の技術開発の2本の柱 
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安全週鴎丸

safe operation 
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新プロジェクトの名称 
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プロジェクト発足の目的 

①ニーズとシーズの結び付け 
• お客様を始めとするステークホルダーの皆様と当社のコンセプトを
共有し、多様化するニーズと最新技術を広く収集する。 

• これらをマッチングし、営業力強化・企業価値向上につながる技
術開発を進める。 

顧客 

投資家 

世間一般 

MOL 

造船所 

メーカー 

ベンチャー 

研究機関 

9 

営業力強化・企業価値向上 

匹商船三井



プロジェクト発足の目的 

②情報発信力強化 
• One MOLとして、当社役職員間で、当社の技術開発内容を 
的確に共有し、技術開発に関する情報発信力を向上する。 

顧客 

投資家 

世間一般 

MOL 

造船所 

メーカー 

ベンチャー 

研究機関 

営業力強化・企業価値向上 
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プロジェクト概要 

（１）新造船に以下の技術を試験搭載し、レビューを実施 
  

• 対象 : 今後契約する新造船 
  

• 技術：①高度安全運航支援 関連 
         ②環境負荷低減 関連        
      から１件ずつ。（次のスライドを参照。） 

         

• レビュー  ：本船の竣工後、１年毎を予定。 
 
（２）広報活動との連携 
 

  以下のタイミングでプレスリリースを実施。 
• 新造船に搭載する技術内容の決定時 
• 本船の竣工後、１年毎の技術レビュー時 
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開発に取り組む技術 

• 衝突・座礁・転覆防止 
• 機関・機器類の故障予兆診断 
• 航路最適化支援 
• 船内作業の負担軽減 

• CO2・NOX・SOX・PM排出削減 
• 海洋汚染防止・安全運航 
• 物流の効率化 
• 貨物保全 
• 代替燃料 
• 生物多様性保全 

 

 

• 環境負荷低減 
  

これまでの技術開発内容を継承し、顧客
ニーズに積極的に応えるための技術を開
発していく。 

 

• 安全運航 
  

従来分野の技術だけでなく、ICTも積極
的に採用し、自律航行も視野に入れてい
る点が新しい取り組みとなる。 

②環境負荷低減 関連 

めざすもの  めざすもの  

①高度安全運航支援 関連 

技術分野 
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ロードマップ（①高度安全運航支援 関連 ） 

陸上支援  
セ ン タ ー  

遠 隔操船
シ ス テ ム  

自 動投錨 ・
揚錨 シ ス テ ム  

2018～ 2020～ 2022～ 2016～ 

乗組員  
サポート  

衝突防止  
座礁防止  
転覆防止  

機関・機器類の 

故障予兆
診断  

通信環境の充実化（容量・速度） 

テクノロジーの発展（ICT、AI、ロボット、ビッグデータ） 

自 動離着桟
シ ス テ ム  

ｳｪｱﾗﾌﾞﾙ衣料・ｺﾞｰｸﾞﾙ 

 航海計器・主機・操舵 
 統合的警報システム【警報】 

ﾊﾞﾗｽﾃｨﾝｸﾞ自動化（荷役ｼｽﾃﾑとの統合） 

本船制動性向上対策 

故障予兆診断 

船内電力最適化 

ICﾀｸﾞを利用した機関保守 

海気象情報 船間共有ｼｽﾃﾑ 

不審船 
      発見ｼｽﾃﾑ 

画像監視(火災・漏油探知、荷役監視) 

前方水深探知ｾﾝｻｰ 

他船接近・危険海域 
警告ｽﾏﾎｱﾌﾟﾘ（外航船用） 

顏認識防犯ｶﾒﾗ 

動画による乗組員の高度支援 

船陸最適在庫管理供給システム 

 航海計器・主機・操舵統合的警報システム【警報及び自動回避】 

 画像診断による 
       衝突回避ｼｽﾃﾑ 

事故解析(ﾄﾞﾗｲﾌﾞﾚｺｰﾀﾞｰ） 
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ロードマップ（②環境負荷低減 関連） 
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2018～ 2020～ 2022～ 

大気汚染防止 
(NOx・SOx・PM削減) 

地球 
温暖化防止 

（CO2削減） 

海洋汚染防止 
安全運航 

生物多様性 
保存 

船内環境改善 

通信環境の充実化（容量・速度） 

テクノロジーの発展（ICT、AI、ロボット、ビッグデータ） 

自動就航解析 システム 

ＯＲＣ、排熱回収 

船体汚損検知システム 

居住区最適温度設定 

太陽光の利用 

風圧抵抗低減 船型の開発 

1980 1990  2000  2010 2016 

NOx規制対応
(1次・2次） SOx 排出規制対応  ＳＯｘスクラバー 

PBCF（プロペラ効率向上） 

バラスト水処理装置 

軸受監視装置 

NOx 3次規制対応 

過去データの分析による
安全運航の徹底 

  その他の代替燃料・バイオ燃料 

水素利用 （燃料電池船）の研究・開発 

船体汚損検知システム 

船体応力モニタリング・波浪レーダー 

ＡＲ／ＶＲによる陸上勤務船員教育 

船内通信環境改善（可視光通信含む） 

風利用の研究・開発 

ＬＮＧ燃料検討 

メタノール燃料 

匹商船三井



高度安全運航支援技術 
～自律航行に向けて～ 

新型オートパイロット航路制御機能 

機関運転データモニタリング 

最適航路選定＋電子海図情報表示 
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環境負荷低減技術 
～地球環境保全に向けて～ 

ISHIN-Ⅱ LNG燃料フェリー 

メタノール焚きエンジン 

ウィンドチャレンジャー 

PBCF 
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ご清聴ありがとうございました。 
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